
最近の
消費生活相談の状況
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令和３年度の
消費生活相談の状況

2



県内相談件数の推移

12,121件

13,841件 13,949件

13,337件

12,577件

13,704件

15,098件

13,242件
12,240件

11,511件

174件

1,120件

402件

12,121件

13,841件 13,949件

13,337件

12,577件

13,704件

15,098件

13,416件13,360件

11,913件

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
（年度）

新型コロナ関連

・令和３年度の消費生活相談は、前年比約１割減
・新型コロナウイルス感染症関連の相談が減少
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県内相談件数の推移

県窓口

4,181件 4,528件 4,489件 4,360件 3,897件 3,895件 4,057件 3,767件 3,928件 3,394件

市町窓口

7,940件
9,313件 9,460件

8,977件 8,680件 9,809件
11,041件

9,649件 9,432件
8,519件

12,121件

13,841件 13,949件
13,337件

12,577件

13,704件

15,098件

13,416件 13,360件

11,913件

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
（年度）県窓口 市町窓口

県窓口への相談は約３割、市町窓口への相談は約7割

県内相談件数の推移
県民140万人のうち
約120人に1人が

相談
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年齢別相談件数の割合(令和３年度）

10%

30歳～64歳

42%32%

16%

若者（29歳以下）

不明

高齢者
(65歳以上）

社会経験、判断力とも
十分とされる30～64歳
の相談も４割以上

→誰でも消費者トラブル
にあう可能性！
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商品・サービス別相談状況(令和３年度）

• 「お試し価格」という広告を
見て購入したら、定期購入が
条件だったという通販のトラ
ブルが目立つ

• アダルトサイトのワンクリッ
ク請求、音楽・映像配信など

• スマホやネット回線の契約
トラブルなど

順位 件　数

1 477

2 342

3 339

4 330

5 326

6 311

7 272

7 272

9 227

10 225紳士・婦人洋服

娯楽等情報配信サービス

賃貸住宅

移動通信サービス

光回線・プロバイダ関連サービス

自動車

商品・サービス名

化粧品

健康食品

フリーローン・サラ金

工事・建築

令　和　３　年　度
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定期購入トラブルが高水準で推移

57件 79件

186件 194件

341件

117件
120件

322件
371件

197件

26件 4件

13件
7件

200件 203件

508件

578件
545件

H29 H30 R1 R2 R3 （年度）

化粧品 健康食品 飲料

• 令和元年度以降、高水準で推移
• 化粧品・健康食品に
関するものがほとんど
（９８％以上）

7



定期購入の相談者内訳（R３年度）

16件 13件
6件

17件 22件 17件
27件

40件

21件 39件

62件

83件
86件 68件

56件

34件

45件

79件

105件 103件
95件

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

男性 女性

• 40～70歳代女性からの相談が多い

中高校生からの相談も
多い。ダイエットサプ
リ、除毛剤など

8



SNS関連の消費生活相談が増加傾向

20歳未満

7%

20歳代

19%

30歳代

17%40歳代

18%

50歳代

20%

60歳代

9%

70歳以上

6%

不明

4%

• SNS上の広告がきっかけとなったトラブルや
SNS上で知り合った相手からの誘いがきっかけとなるトラブル が増加

• 29歳以下の若者が全体の２６％を占めるが
幅広い年齢層から相談が寄せられる。

214件 206件

317件

534件

686件

H29 H30 R1 R2 R3
（年度）

平成30年度から３年間で
3.3倍に急増！
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若者の消費生活相談の推移

1,058件 1,027件

1,388件 1,420件

1,212件

H29 H30 R1 R2 R3
（年度）

若者の相談件数の推移

23件 26件
37件

25件

76件44件 37件 19件 33件

99件

67件 63件
56件 58件

175件

H29 H30 R1 R2 R3
（年度）

内職・副業に関する相談件数

若者 若者以外

若者、若者以外ともに
前年度比約３倍に急増！
若者は全年齢の4割以上
を占める。

・若者の相談件数は、前年度と比べて減少したが、
内職・副業に関する相談の増加が目立つ
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若者の消費生活相談状況（R3年度）

商品・サービス名 件数

内職・副業 76件

化粧品 66件

健康食品 62件

娯楽等情報配信サービス 55件

インターネットゲーム 54件

賃貸住宅 54件

フリーローン・サラ金 51件

66件
73件

111件

99件 100件

18歳 19歳 20歳 21歳 22歳

18歳～22歳の年齢別相談件数

19歳の

約1.5倍
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高齢者の消費生活相談の推移

• 架空請求ハガキを除くと
3,500件～4,000件程度で推移

3,503件 3,776件 3,892件 4,052件 3,749件

964件

1,797件

585件 52件
42件

4,467件

5,573件

4,477件 4,104件

3,791件

H29 H30 R1 R2 R3 （年度）

うち架空請求ハガキ
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高齢者の消費生活相談（R3年度）

・高齢者は在宅していることが多いため、「訪問販売」や
「電話勧誘販売」によるトラブルが他の年齢層より多い

9.4%

9.3%

訪問販売

18.0%

4.…

5.5%

電話勧誘販売

10.5%

56.1%

54.6%

通信販売

40.8%

24.7%

26.7%

店舗購入

25.5%

5.2%

3.9%

その他

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29歳以下

30歳～64歳

65歳以上

訪問販売 電話勧誘販売 通信販売 店舗購入 その他
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インターネット通販に関する相談の推移

315件 362件
522件

901件
757件

915件 933件

1,533件

2,290件

1,817件

H29 H30 R1 R2 R3

（年度）

うち商品未着・連絡不能等

令和２年度に
コロナ禍で急増

「商品が届かない」
「事業者と連絡が
とれない」という
相談が４割超

• 相談全体に占める割合は
平成29年度の７％→
令和3年度は15％と
２倍以上に増加
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インターネット通販年齢別相談件数の割合(令和３年度）

コロナ禍でネット通販
の利用が拡大し、
高齢者のトラブルが
急増する一方、若者の
トラブルも増加。

20歳未満

5% 20歳代

9%

30歳代

12%

40歳代

19%50歳代

20%

60歳代

15%

70歳代以上

11%

不明

9%
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令和4年度上半期の
消費生活相談の状況
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県内相談件数の推移

8,433件
6,487件 7,071件

5,854件 6,116件

6,665件

6,929件 6,289件

6,059件

15,098件

13,416件 13,360件

11,913件

6,116件

H30 R1 R2 R3 R4上半期

うち上半期

（年度）

令和４年上半期の消費生活相談は、6,116件（前年同期比
262件増加）。

前年同期比
約４％増加
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インターネット通販に関する相談の推移

362件
522件

901件
757件

398件

571件

1,011件

1,389件

1,058件

603件

933件

1,533件

2,290件

1,815件

1,001件

H30 R1 R2 R3 R4上半期
（年度）

うち商品未着・連絡不能等

• インターネット通販のトラブルは、1,001件。新型コ
ロナウイルスの影響で相談が急増した令和２年度より
は低い水準であるが、前年同期比156件増加

• 「商品が届かない」「業者と連絡がとれない」という
相談が約４割

前年同期比
約1.２倍
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定期購入トラブルは依然として高水準

•定期購入に関する相談は、391件（前年同期比
135件増加）

•令和４年６月の規制強化後もトラブルが続く

189件

468件
525件

458件

337件
14件

40件

53件
87件

54件

203件

508件

578件
545件

391件

H30 R1 R2 R3 R4上半期 （年度）

うちインターネット通販利用

前年同期比
約1.５倍
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成年年齢引き下げ後の
若者の消費生活相談の状況
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若者の相談件数の推移

1,027件

1,388件 1,420件

1,212件

616件

105件

177件 172件

139件

59件

0件

100件

200件

300件

400件

0件

400件

800件

1,200件

1,600件

H30 R1 R2 R3 R4上半期

若者 うち18歳、19歳

（年度）

• 令和４年４月の成年年齢引き下げ後も、若者の相談件数
は前年並みの水準。

• 18歳、19歳についても増加の動きは見られない。
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若者の消費生活相談状況（令和４年度上半期）

商品・サービス名 件数 うち18・19歳

理美容 61件 3件

内職・副業 34件 6件

賃貸住宅 27件 1件

化粧品 24件 4件

インターネットゲーム 24件 0件

娯楽等情報配信サービス 23件 5件

フリーローン・サラ金 22件 0件

自動車 21件 2件

脱毛エステに関する相談が
急増

定期購入トラブルが目立つ

アダルトサイトのワンクリッ
ク請求、音楽・映像配信など

中古車のトラブルが目立つ
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若者の相談状況（理美容サービス）

26件
19件

13件

26件

49件

16件

17件

10件

16件

12件

42件

36件

23件

42件

61件

H30 R1 R2 R3 R4上半期
うち脱毛エステ

（年度）

• 理美容サービスに関する相談が６１件と急増。
• そのうち脱毛エステに関する相談が約８割
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若者の相談事例（脱毛エステ）

広告を見てお試しのつもりで店舗に行った
が、高額な契約をしてしまったので、解約した
い。

通い放題の契約をしたが、予約がとれず解約
したい。

中途解約したが、なかなか返金されない。

契約しているサロンが破産した。どうしたら
よいか。

• 大手事業者が破産手続き開始したことにより相談が
急増。

• 高額な契約が目立つ
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若者の相談事例（内職・副業）

SNSで知り合った相手から投資を勧めら
れ、高額な投資ツールを購入したが、儲か
らないので解約したい。

転売ビジネスとアフィリエイトの副業を契
約した。借金して払ったが儲からない。

• SNS上での知り合いやDMでの勧誘によるものが多い。
• 代金の支払いのため、フリマアプリで別の商品を購入し
たことにして決済させるなど、複雑な手口も見られる。

• 「借金してもすぐ元が取れる」などと借金を勧められる
こともある。
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